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このたびはアキュフェーズ製品をお買上げいただきまして

誠にありがとうございました。

最高峰のオーディオ コ ンポーネントを目指して完成され

たアキュフェーズ製品は1個 々のパーツの選択から製造工

程,出 荷にいたるまで数多くの厳しいチェックを受け,そ

の過程及び結果が一台ごとの製品の履歴書として明細に記

録され,社 内に保管されております。このように完全な品

質管理体制の中から生まれた本機は,必 ずやご満足のいた

だけるものと思います。末長くご愛用下さいますようお願

い申し上げます。

お 願  い                     目   次

お害横カードを付属していますから,これに必要事項をご   接 続回

特長―一一一――――――――ニーー千____~~~~~-3記入のうえなるぺく早く (お買上げ後10日以内に)ご 返送く
各部の動作説明と使い方                4ださい。お客様カートと引きかえに品質保証書をお屈け申し
保証特性

上げます。
グラフ                      ,

製品に関するお問いあわせ,ま たは異常が認められるとき   ブ ロック ダ ィァグラム

は弾社,品 質保証諜または,お 求めの専F弓店へ,直 ちにご遵

絡くださいますようお願い申し上げます。
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特長
■クォーツロック周波数シンセサイザー方式

シンセサイ十一方式の選局回路は、水品発振子で基準周波

数を作 り、これを基にしてフ,ン トエン ドの発振周波数を希

望する周波数にシンセサイズ (周波数合成 )す るもので、和[

電子回路で希望する信号に同前させるこのような選局方式を

ディジタル シ ンセサイザー方式と呼びます。したかって′t

リコン方式のように、受信周波数か連続的に変化するのでは

な く FMで は100tHz間隔 (AMは 9 kHz)で 同調 します。

もちろん枚送局もそのような間隔で配列されていますので

そのjt送同波数に対 して 水 晶発振子の有度で正確に同詞を

とることかできます。

口14局ランダム メ モリーとパルス チ ューニング方式

7つ のプンシユ■タンを慎式に使用し 14ら の FMと AM

局を好みのボタンヘ メモリーしておき、瞬時に呼び出すこと

ができます。さらに、メ リヨン式の従来のチェーチーと同じ

フィー リングの回転ツマ ミ式チェーニンクも可能です。これ

は回転 ツマ ミの内部に取 り付けられた光学的本ルネ発生器に

よって夕`ルネ信号を発生 し、これでシンセサイす一を =ン ト

,一 ルして受信用波数を変える方式です。ビップ音とともに、

100kHz(AMは 9kHz)お きに連続選局ができます。

■ 2段 任同ロフロン トエンドによるFM妨 害波の除去

物告波の■から希望局だけを選び出して増幅 し 中 間周正

を作 り出す フ,ン トエン ドは、FMチ ェーナーの頭憎ともt

うぺさ=要 な部分です。本性のフPン トエン ドは、入力と増

幅段間がそれぞれ複同調 となってお り、大入力の妨害渡によ

る混信 (RF相 互変調 )を 大幅に改善し、切 り音えなしに大

入力に対応 しています。

■新開発 DGL FM検 波器と群遅延平IE:Fフィルター

T-10前 工新 し く開発 された DCL使 疲器 (Dfferendal

Cain Liに ar Det∝ to「)と 、 特 ―選択 した群遅延平tBIFフ ィ

ルターを組み合わせることにより 安 定で ひすみの夕ない

キ、ブチャー レ シオにltれた特性を得ています。

DG L使 た方式は、高速 ・ラックIcの 出力の遅れ時間に

着眼 し、これを19個直列に接4tし ひ すみ最少 S / N最 良

になるように位相角を遅らせて、この遅と信号と入力信号を

エ クスタルーシブ オ ア回路に加えて、 2つ の信 号間の電位

を選fF lして回路を開開 し 変 調によって生する信号正の疎官

度をディジタル的に検出して音声信号を取 り出す新しい方式

です。

IFフ ィタレターは NORMAL(は 常技 )と NARROW (皮

常拭 )の 2組 を使 用 してお り 混 信 のは 「rし い ときは

NARROWに 切 り言えることにより 選 択度電視の受信かで

きます。

口AMシ ンクロナス検波による濃信降去 とこひすみ宰

T-106は AM抜 送受信 も重視し、ひすみが少な く、通信

除去能力に優れたシンクPナ ネ検渡方式を採用しています。

シンク,ナ ス方式は、昆合器にと入する局部発振局波数を入

力機送波と同一にすることによう、一挙にオーディオ信号を

取 り出す方式で、模渡ひすみの少ない優れた方式です。シン

クロナス検たのもう1つ の大きな特長は、妨言たが受信局よ

り高い周波数側か、低い側かにより、例渡常 (SIDEBAND)

を選択できるので、上全渡か転 くなる夜間、海外局の混信に

悩む地域で成力を発揮 します。

口 2メ ーターによる電波インジケーター

信号額度を示す SICNAL STRENCTH/― ターと、変調

度を 200%ま で表 rす る ピー ク指示型 の MODULAT10N

メーターにより 入 力電波の状態を知ることができます。ま

た 変調度言11よスイッチを切 ,書 えると MULTIPATHメ ー

ターとな り ひ すみ最少になるアンテナの方向を知ることが

できます。

■その他の機能

付属機能として 電 成の弱いステレオ局の ノイズを低減す

る 「マルチブレックス ク イズ フ ィルターJ、混信の多い

ときに使用す る 「セ レクティビティ
ー ス イッチJ、 局 間

ノイスを取 りまる 「ミューティング ス イッチコ 混 信時に

AM例 渡常を選択する |サイ ド末ン ド セ レクターコ、そし

て他のプ0グ ラムツースの音量に レベルを合わせる |レ末ル

ヨント'一 ルJな どが完備 しています。



各部の動作説明と使い方

POИ ttR

POWER一 ― 電源スイッチ

押 し込 んで電源が入 り、再び押す と切れ ます。T-106は

エ レク ト,ニ クス回路によってそ種の動作を ヨン ト,― ルし

てお ります。

ヨン ト,一 ルの中lIとなる ,ジ ック回路は リチウム電池で

バ ンクアンブされていますので、電源を切 る直前の状態を長

期にわた ウ記憶 します。

したかって、ォーデ ィオ タ イマーを使って放送を録吉 し

た り、特定の時刻に受信を開始す るときは、T-106の 電源

を切 る前l‐選局を した り、他のスイッチ類の状態をセ ットし

て、 ロジック回路に記憶させておいて ください。

OuTPUT LEVEL― 一一出カ レペル調整

リアパネルロの C O N T R O L L E D出 力端子の出カ レ本ルを

調整するツマ ミです。

本機か らブ リアンプや ブ リメイン ア ンブヘの出カ レベル

を調整 します。

M ULTIPAT H/MODuLAT10N― マ ル チ パ ス /モ ジユ

レーション メ ーター

この メーターは□ METERフ ァンクシ =ン 切者 スイッチ

によ り、マルチ本ス メ ーター及びモシュレーシ ョン 修 調

度 )メ ーターとして使用す ることがで きます。

MULT,PATH一 FM放 送電渡のマルチパス (テ レビ映像の

ゴース トのようなもの)の 量を表示 し、指針が CLEARの

範囲にあればマルチネス最少で、良好な受信状態とい うこと

ですが、右の方へ大きく振れるときは、受信アンテナの調整

が必要です。

MODULAT10N― モシュレーション メ ーターは、tt送電波

(搬送波 )か 音声信号によって変調されている度合いをネー

セン ト(%)で 表示するピータ指示型のメーター (変調度計 )

です。

FM電 渡の変調度は搬送波の周波数偏移±75kHzの ときを

100%と して、ます。FMス テレオ抜送時には、左チャンネ

ルまたは右チャンネルの高い方のレ末ルを表示し、′`イロッ

ト信号 (ステレオとして復調するときに必要な信号 )力 あ`る

ために、スピーカーから音が出ていないときでも、メーター

指針はおよそ10%振 れています。

FM放 送を受信しているときのメーターの指示は、FMjr

送電渡が音声信号に復調 され (ステ レオ信号になっていな

t)、 ブリエンファシスのかかっている信号の ピーク値を指

示 しています。つまり、送信側で ノイズ軽減のために高政を

上昇させ られたままの信号のピータ値を指示しています。こ

のため、音楽のように高域成分を多 く合む信号では、聴感上

とかな り違った指示をします。したがって、放送を最音する

ときなどのレベル設定の参考にはな りません。ただし、時報

やアナウンスの声は高以成分を多 く合まないため 目安にな り

ます。

AM放 送を受信 したときのアーターの指示は、信号の形式

や回路の違いで、聴感 とかな リー致 します。

以上の通 り、モジェレーション メ ーターはプ リアンプや

本ヮーァンブの入 出 カ レベル メ ーターと違い、放送電Ltr

の変調度を指示するものです。

θ」TPUTと どyEL
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S GNAL STRENGTH一 ― シ グナ ル ス トレン グス  メ ー

ター (信号強度計)

このメーターはアンテナ端子に入って くる電渡の強さを指

不 します。

FM電 波を受信す るときは、団 マルチパス メ ータ
ーか

CLEARマ ータの3F国内にあり、さらに、このノーターの指

針ができるだけ右へ大 きく振れるように FMア ンテナの調整

をしてください。

FM放 送電波を受信 しているときの信号強度の単位は dBf

で、T-106は 、一般に ″V、 mVで この強さを妄わしている

ものを lHF法 に基づき
“
dBF"で 直説できるようにしていま

す。dBFと ″V/mVの 関係は下表のようにな ります。表の

″V、 mVの 値は T-106の ように入カ インピ
ーダンスが75

オームのときのものです。

M UT,NG一 ― ミューテイング (局間軽言除去)ス イッチ

FM放 送局を離調したとき (局と局の間)に 出るノイズを

除去する回路を作動させ、通常は
“
ON"の 状態で使用する

ものです.

ミューティング回路は弱い電渡の月を受信するときに ON

にしていると、その放送局の電波が消されてしまうことがあ

りますから、 微 1弓電渡の局を受信す るときは OFFに して

ください。OFFに すると上の LEDが 点灯し、AM抜 送にす

ると消えます。

S′CHAL STRFJVerFr

METEr7

材」rrHc

FrLr酪

SELECrryrry

F[LTER一 ― マルチブレックス ノ イズ  フ ィルター

入力電波が弱いときは、ステレオ放送受信時に高音域のノ

イズが多 くな ります。 この ノイズを軽成す るためのフィル

ターで、押して ON(LEDか 点灯)で す。

このフィルターを入れます と高言域のステレオ分離度が悪

くな りますので、通常は OFFで 使用して ください。また、

モ ノフ■ニック波送の ときは ONに して も効果力【あ りませ

ん。

このスインチもFMの ときのみ有効で、AMに 切 り誉える

とLEDか 消えます。AM放 送受信のときも同じように、このア
ーターの指針が

できるだけ右の方へ大きく振れるようl‐リアタミネルロル
ープ

アンテナの角度や位置の調整をして ください。

M  E T E R 十

一

メ

ー

タ

ー

機 能 切 替
ス イ ッ チ

こ の ブ ッ シ ュ  ス イ ッチ は □ M U L T I P A T H /

MODULAT10Nメ ー ターの機高ヒをそれ ぞれ に切 り替 えま

す 。

MULTIPATHは FM放 送受信のときr‐だけ必要なもので

すから、FM受 信のときにマルチパス メ
ーターとしている

と き で も、 A M 放 送 に 切 り 替 え る と 自 動 的 に

MODULATIONメ ー ターにな ります。再 び FMに 戻せ ば

LED(発 光 ダイオー ド)力 点`灯 してマルチパス メ
ーター

にな ります。

SELECTiV TY一 一 選択度切替スイッチ

FMttlpの ときにⅢ間月渡増幅回路の帯域幅を変えて選択

度特性を切 り替えるスインチですo

た とえば FM東 京 =80 0MHzと NHK字 都官 =80 3MHz

のように周波数が 300とHzと 近い場合、東京地区で NHK■

都官を受信 しようとすると、FM東 京の強い電波が妨害して

受信不能にな り、逆に争部宮周辺で FM東 京を受けようとす

ると、地元の NHK宇 都官が妨言 して受信不能にな ります。

こ の よ うな と き、 SELECTIVITYス イッチ を 押 し て

“
NARROW"に すると、妨害電渡か取 ウ除かれ、目的の弱

い電波の局が タリア
ーに受信できます。混信かないとさは

“
NORMAL'で ご使用 くださヽ。選択度特性を NARROW

にすると、ひすみ特性がおよそ 8dB悪 化 しますが選択度は

これに反して向上 します。

AM放 送受信に切 ク替えると、 こ のスイッチが NARROW

になっていても、LEDか 消えて無関係にな ります。

10 dB1  0 865″ V 60 dBf   274 11″ V

2o dB1   2 74″ V 70 dBf   865 0″ V

80 8Bf     2 74mV

911 dBf    8 65mV

50dBf  86 5″ V loo dBf    27 4nV



SiDEBAND SELECTOR― 一一AMttl激帯切督スイッチ

上空波が駅 なる夜間、希望局を受信 しているときにlFf接

局の妨害を除去するためのスイッチです。AM電 波は披送波

の両側に、変調渡によってでさる、同じ形の 2つ のサイ ドバ

ン ド (側渡常 )を 持っています。

シンク●テス検波方式の特長をいかし、常に片例のサイ ド

バ ンドを取 り出して聴 くT-106は 、下図の通 り、妨害局の

反対nlにあるサイ ドバ ンドを聴 くようにすれば、特に夜間、

海外放送局の混信に1悩む地域では、妨言を大幅に軽減するこ

とができます。

T-106を 希望局に同調させ、受信ウ者があるときは、こ

のスインチを押 して妨害か軽減する方ヘセッ トして くださ

い。受信状態か良好なときは、このスイッチを押しても変わ

りませんか、アンテナの状態でノイズの捕こえかたか変わる

場合があ ります。

TUN[NG十 一 チューニング ‐ツマミ

従来のチューナーと同じク■― リングの回転 ツマ ミ式の

チューニングができます。これはツマ ミの内部に取 り付けら

れた光学的本ルス発生器によって夕`ルス信号を発生し、これ

でシンセサイザーをヨント,一 ルして受信周波数を変えると

い うアキュフェーズIH自の方式です。□の STATIONセ レ

クターで選局 していても、これをまわす と、優先 して手動

チューニングができます。

FMの ときは100kHzス テップ、AMは 9【Hzで 、左へまわ

す と周波数は下降 し、右へまわす と上昇します。AM、 FM

共に受信常技の上限、下限へ到達すると、それ以上まわ して

も周波数は変わ りません。

FM受 信 の ときは政送局に同詞す ると、下 の窓の■の

“
TUNED に 赤線 力` 点灯 し、 ス テ レオ枕送 中の ときは

“
STEREO"の 文字の左にも赤線か点灯します。

S,DEBAND S=と ECTOr7

A脇 月M

r」MHc

SmrrON′ MEMORY

掛瑞蘇
出 出

A M / F M― A M / F Mセ レクター

AM受 信、FM受 信を切 り替えるセ レタタ
ーです。 日常 T

-106を 使 うときは□の STATIONセ レタター~プ リセ ット

してお tヽた局を選択 して聴 くことが多 く、ロヘ AM/FM局

を記憶させるときに活躍するセレクターです。受信周波数を

示す蛍光表示答の左端に AMま たは FMの 文字が表示されま

す。また、このとレタターで AMと FM局 を切 り替えると、

ラス トチャンネル メ モ リー方式のため、最後に殖いた AM

とFMの それぞれの局に同調します。

なお、 ランダム メ モ リー方式のブ リセッ トボタンロの

STATIONナ ンタ(―“1"～
“
7'の AMま た0まFM局 と、

“
3

～ “lず までの AMま たは FM局 が最後に聴いた AMと FM

局のとき、つま り、□の右端の STATIONナ ンパ
ーの上/

下セレクターボタンを使って選局していたときは、この AM

/FMセ レクターを使って切 り替えても、そのときに上/下

セ レクターで選ばれている側 (LED″ 【点灯 して,る )の

STATIONナ ンタ`一だけが下の窓の中に表示されます。

S T A T  O N / M E M O R Y 一 ― メモ リーチューニング ボ タン

右端 の末色の ブッシェ■ タンは、とにあ る金色の 7つ の

ブ ッ シェ  ス ィ ッチ =STAT10Nセ レ ク ター の 上 Tg↓の

STATIONナ ンパー “ 1" ～  “ 7' と
~Fの
 “ 8" ～  “14"

を切 り替える Ⅲ上/下 セ レクター
ル
で、 合 計 14局の AM、

FM局 をランダムに メモ リーすることができます。

その後は、この STAT10Nセ レクターと上/下 tレ クター

の操作だけで希望す る AM局 や FM局 を呼び出す ことができ

ます。

HⅢ 対  Wコ イ ‖ 巾 C` コ 1■‖  ギ ↓!|十 ミ‖ 出 村|    ド
イ ▼

■ ■ ■ 口 E 口  ■

1  1 1 「 1  1 1  1 1  1 1  1 1  1 ‐
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ロメモリーチューニングの方法

TU N I N Cツ ‐ ミロ と口 AM / F Mセ レクターでヽ望す る

枕 送 局 を 選 び、 左 上 の M E M O R Y ボ タ ンを 打 す と、

ML r 1 0 R Yホ タンの上の LL D住 光 タイオー ド)が 約 7t

間点灯 します。その間に、上/下 セレクターを併用しなから、
“
1'～
“
14Ⅲまでの希望の番号のブッシュボタンを押す と、

ME M O R Yメ タンの上の LE Dが 消えると同時に、下の窓の

中の STAT10Nナ ンネーが 点灯 してメモ リー7C了です。 こ

の操作をくりかえすだけで14局のメモ リーが完了します。

メモ リーした放送局の番号を変更するときも同じように、

希望局を呼び出してか らME M O R Yボ タンを押して、次に

違 う番号のボタンを押す と、STAT10Nナ ンパーヵ【変わっ

て、新 しい音号にメモ リー完了です。

STATIONセ レクターでメモ リーした放送局を受信 して

し る とき“こ、TUNINCン マ ミをまわす と、 ツマ ミで選局す

る方 が 優 先 します か ら、 S T A T 1 0 N セレク ターで も、

TUNINCツ マ ミでも、 自在に選局することができます。

A N T E N N A ― 一 アンテナ端子

F M ( 7 5 - O H M )一

一
F Mア ン

テ
ナ 端 子

ア ン

アンテナアダブターと平行フィーダーの接続

アンテナアダブターと同軸ケーブルの接続

1 同軸ケーブルを図のように加工します。

2 加 工した同軸ケーブルを 下 図のように取り付けます。

小型の トライパーなど

を使って図のようにあ

けてください。

なr2 カ フヽ一側の内部

にあるシール トケース

をはずさないでくださ
し`。

AN五 宮H何4

この部分をブライヤー

などでつ本して固定する。テューナーがいかに良くてもアンテナが適正を大tて いる

と、その性能をフルに発l~させることはできません。FM受

信には正しいアンテナの選択と使用法を bが けましょう。

FMア ンテナの結電線は平行 2線 式フィーダーと同軸ケー

ブルの 2種 類あ`あ り、平行フィーダーで第1生インピーダンス

が3000、 同軸 ケーブルでは75Ωのもの力`多 く使われてしま

す。

T-106の FMア ンテナ端子の入カ インピーダンスは75Ω

(不平衡 )で す。3000平 行フィ
ーダーをご使用のときも、

750同 軸ケープルのときも、付属のアンテナアダブタ
ーヘ図

のように給電線を取 り付けて、アンテナ端子へ差し込んで く

ださい。300Ω平行フィーダーをご使用のときも、付属のア

ンテナアダブターはインピーダンス変換回路を内蔵していま

すので、図のようにアダブタ
ーl‐接続 してください。

テナアダブターの開け方

心線そここに差込む。



AMア ンテナ

AM受 信は、付属のループアンテナで実用上、十分な性能

を発部させることができます。

AM放 送を受信 しなからルーブアンテナを リア本ネルから

離し、□ 信号強度計の指針ができるだけ右今大きく振れる位

置を選んで ください。リアパネル側にネペ
ースカ`なかった り、

ループアンテナを,」の場所に設置した方か良いと思われると

きは、手でひっばるとアンテナがはすれますから、受信状態

の良好な場所を選んで固定 しておいて ください。なお、ル
ー

プアンテナを リアパネルから立工ず して他の場所へ移す とき

は、アンテナについている=― ドの範囲内にするとともに、

金属部分に近づけなヽようにご注意 ください。

特に電波の弱い■lk送局を受信 した り、電渡状況の悪い地域

でご使用になるときは、屋外に高さ10m、 長さ20mく らいの

本格的なアンテナを設置する必要があります。屋外アンテナ

の給電線を T-106の AMア ンテナ端子へ接続するときは、

リアネネルに向って右側の端子へ接続し、左側はアーネ端子

にな ります。また、屋外アンテナを接続するときも、ル
ープ

アンテナは端子からはすさないでください。

A材 ムJV7=肘M

AJ〕 θ θJTPUTS

ると便rlです。使用可能を電源電E仁 100V(50/60Hz)で す。

国内へ出荷 されるものは FMの 受信帯域が 760～ 90 0MHz

ですから、外国では使用できません。

電源が入 らなくなつたり、T-106tt異 常が筆め られると

きは、弊社の品質保証澤、またはお求めの専F号店へご連絡 く

ださいますようお願いいたします。

■AC電 源の種性について

室内の ヨンtン トは大地に対 して紅性を持っています。

チューナーや アンプの ACプ ラ //にもこの ような極性 力`あ

り、室内の ACヨ ンセン トとチェーナーの極性を合わせた方

が、音質上良い結果を得る場合があ ります。

T-106は 電源 ヨー ドのブラグの片Tglに
“
W"の 刻印が打

たれています。このW側 が接地側「W極 Jになっていますので、

室内ヨンセン トの極とがわかってヽる場合は、互いに合 うよ

うに接続 してください。なお、この極性は合わせな くても実

用上問題になることはあ りません。

室内 ,/セ ン トの極性は一般に、向って、左側 (穴が右に

比ぺて大きい)が 「W極 」ですが、工事をした時期、工事会

社によって守 られていない場合 も多いので、不明のときは

チェッカーで確認をする必要があ ります。

F Mア ンテナの選びかた

近PE離でも遠距離でも一方向からの電波をよくキャッチす

る指向性の良いアンテナを選びます。近距離用には位相差給

電式 と呼ばれる小型 2素 子 (5素 子の指向性がある)か 、 3

素子アンテナを選び、なるべ く屋外へ建てます。電波の強い

ところでも、マルチパネ (テレどのゴース ト、多資反射波 )

の多い場所では 5素 子あるいは 7素 子を使用して ください。

素子教が多いほど感度が上 り指向性が鋭 くな ります。

各種のFMア ンテナ

7薬 子アンテナ (遠距構用)

AUD10 0UTPUTS― ――出力端子

F[XED一 一 出カ レヘJレ固定の出力端子

この 出力端子は、□ OUTPUT LEVELを まわ して も出

カ レベ ルが変 わ りませ ん。 テー ブ レコー ダ
ーの録音端 子

LINE INに 接続 し、波送を録言す るときなどに便利です。

CON「 ROLLED― 一 出カ レベル可変の出力端子

r7Pン トタくネ′レロ の OUTPUT LEVELを まわす と、 任

意の出カ レベルに可変できます。

通 常 は この端 子 とプ リアイ ン ア ンブや プ リア ンプの

T U N E R端 子を接続 します。

□区]朝ョ_
AC電 源 コー ド

T-106へ 供給す る

ンプの ACア ウ トレ

小型2素子アンテナ

ド

AC電 源はブ リアンプや プ リメイン ア

ッ トの SWITCHED=ン セ ン トか ら取

3素 子 アンテナ



FMア ンテナの設置
アンテナの高さが101n位までは高さに比例して感度が上 り

ますから、なるべ く高い場所へ設置してくださt。 アンテナ

からチ _一 ナーまでのイ含電線ti 750の 同軸ケーブル)抵 害、

水滴の影響か少な く、途中でお う雑音も少なtの でおすすめ

できます。近距離では3000の 平行フィーダ
ーでもさしつか

えあ りません。アンテナの方向は、希望局の送信アンテナの

方向へ向け、マルチ本ス メ
ーターの振れが最少になる向き

を選んで固定すれば、ひすみか最少にな ります。自動車雑音

の多い場所では、自動車が屋根や建物で見えな くなるような

位置を選べば軽減することができます。

■ど注意

FMの 室内アンテナは屋タトアンテナにくらべて 1/10～ 1/

20の 感度 しかな く、マルチタくスを受けやすいので、恒久的

なアンテナは必す屋外へ建てて質の良い電渡を取 り入れて く

ださい。

SYNIItESIZER AM― FM IIINじ R

保証特性
【●Mモ ンフォニック〕

受信周波数

感度     実 用意度

S/N 50dB感 度

定在波比

S/N(SOdBf入 力 A補 正 )

全高田波ひずみ早

周波数特性

二信号選択度 (lHF)

76 0～ 90 0MHz

l l d B f ( I H F )

1 7 d B F ( I H F )

1  5

9 0 d B

001%

10～ 16 000Hz

+ 0  - 0  5 d B

( 8 6 d B I入力  = 7 5〔 H z偏 移  S E L E C T i V I T Yス イッ チ

N O R M A L時 )

20H″           004%

l k H z           0  0 4 %

1 0 k  H z           0  0 4 %

l Mひ ずみ宰 ( 8 0 d S r入力  = 7 5 k H z  t t f F )

口FMの マルチ′`スについて

マルチタくスはFM敦 送に使われている電波の性質上、送信

所からの直接渡の'まかに山や ビルなどにまつかって、少し遅

れてきた反射波が同時に受信アンテナに入って くることをい

います。このように直接波 と反射渡が同時に入って くると、

受信 した信号にひすみが発生した り、S/Nを 悪化させます。

MULTIPATHメ ーターの指針が CLEARマ ー クの3F囲

に入 り、SICNAL STRENGTHメ ーターカ`大 きく右へ振れ

るように、アンテナの調整をして ください。

(FM電 波の性質〉

キャプチャー レ シオ

RF相 互変調

スブリアス妨害比

イメージ比

lF/2スプリアス レ スポンス

AM抑 圧比 (65dB「入力 )

サブキャリア抑圧比

SCA妨 害比

出力電圧 (■75kH2偏 ft)

【FMス テレオ】

感度     S/N 4038

S/N 50d B

S/N(80dBf入 力.A補 正 )

全高買漬ひずみ宰

1  5 d B

80dB

120dB

120dB

100dB

seds

7()dB

sedB

1 0V

29dBf(IHF)

37dBす (IHF)

85dB

A Mア ンテナ

AMは 、付属のループアンテナで十分実用にな ります。特

に電波の覇い局を受信 した り、電波状
・Lの悪い地なでは、畳

外に高さ10m、 長 さ20m位 の本格的なアンテナをLH置して く

ださし、

(80dB「入 ノ,  =75kHz偏 移  SELEC rIVITYス イ ッチ

NORMAL時 )

20Hz            0 04%

1にHz           0 04%

10〔Hz                 0 08%

l Mひ すみ宰 ( S O d B f入力 = 7 5 k H z偏 移 )

0 03%

10～ 16 000Hz

■0  - 0  5 d B

択度 (NORMAL) “民,文(NARROW)

100(Hz

300【 Hz

周波数帯性



特性グラフ
ステ レオ分離度

1 0 0 H z

l l■2

10kHz

ステ レオ切督入力電圧

【AM七 クション】

受信周波数

実用態度 (S/N20d8)

イメージ妨害とし

全高田波ひすみ率

(lmV/m lkHz,30%変 調 )

S/N

(lmV/m. 1〔 Hz. 30%変 調 )

ディエンファシス

出力電圧 ( 3 0 %変調 )

5 0 3 B

5 0 d  B

4 5 d  B

2 0 d Bイ

522～ 1 611(H″

2 0″V / m

5 0 d B

0 3 %

5 0 3 B

1 0 0 / S

0 3 V

【その他】

ア ンテナ

FM,750不 平 衝 (3000平 衡変換器付 )

AM i空 心 ルー ブァンテナ

同鯛方式

ク■― ツ シ ンセ サ イす一方式

1 4局 ラ ンダ ム  ′ モ リー  チ ェー ニ ング

検波方式

F M  t D 6 L方 式

AM:ン ン グ ,チ ネ方式

出カ インビーダシス

固定出力 2000

可変出力 1 25kOI最大|

メーター

信 号積 度 計 及 び ヤ ル チ ″ヽ ス/モ ツ=レ ー シ ョン計 の

2メ ーター方式

使用半導体

38Tr.6FET.501C 63DⅢ  10LED及 び 2オ ブ ト  イ ン

グラブタ

電涼スび消費電力

100V 50/60H″  ,■W

寸法 抵 曇

幅 445m m× 高 さ 128mm(町 含む )× 奥行370m m

9(■

10
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